


AutoCAD図面ファイルを

Webブラウザで
閲覧/共有するには？



Autodesk Viewerを活用

• [A360]タブ > [共有]パネル > [デザインビューを共有]

• https://viewer.autodesk.com/ にアクセス

https://viewer.autodesk.com/


Autodesk Viewerを活用するヒント

• ブラウザだけで2D図面/3Dモデルデータを表示

• ビューの操作、計測、プロパティの確認、画層の表示/非表
示、マークアップ、コメントの追加が可能

• 共有オプションを使って、関係者も図面/モデルデータを閲覧

• [デザインビューを共有]機能は、ビューのみの共有で、DWG
ファイルそのものは相手に共有されません

• デザインビューは30日間+延長30日間保持され、保存期間が
過ぎると自動的に削除

※注：
マークアップ、共有機能を利用するには、
Autodesk IDでサインインが必要



Autodesk Viewerが対応するファイル形式



現場で、iPadを使って
AutoCAD図面を
閲覧/編集するには？



AutoCADモバイルアプリを活用

• AutoCADモバイルアプリを入手

• AutoCAD/LTサブスクリプションメンバーは、有償版
のAutoCADモバイルアプリPremiumを利用可能

– 指名ユーザのAutodesk IDで、
AutoCADモバイルアプリに
サインイン



AutoCADモバイルアプリを活用するヒント

• 様々なデバイスでいつでもどこからでも
AutoCAD図面を表示、作成、編集、共有

• 現場にいながら正確に図面を計測

• 様々なクラウドストレージから図面にアクセス

– Dropbox, Google Drive, OneDrive

• 図面をダウンロードしておき、オフラインで作業可能



AutoCADモバイルアプリ プランの比較
無償 Premium Ultimate

価格（税込） 無料

¥540/月 ¥5,400/年
¥2,160/月
¥16,200/年

AutoCAD/AutoCAD LTの
サブスクリプションメンバーに

提供
ストレージ容量 5GB 25GB 100GB
最大ファイルサイズ対応 10MB 30MB 40MB
図面の表示 ○ ○ ○
計測ツール ○ ○ ○
クラウド ストレージ接続
（Dropbox, Google Drive, その他）

○ ○ ○

GPSツール ○ ○ ○
データの共有と書き出し ○ ○ ○
作図および編集ツール - ○ ○
新規図面作成 - ○ ○
注釈ツール - ○ ○
画層管理 - ○ ○
オブジェクトプロパティ - ○ ○
ブロック - ○ ○
直接電子メールサポート - ○ ○



3Dモデルをパノラマ表示、

さらにはVRで見るには？



クラウドレンダリングを活用

• [ビジュアライズ]タブ > [A360]パネル > 
[クラウドでレンダリング]

• https://rendering.360.autodesk.com/ にアクセスして、
[ステレオパノラマ]を実行

https://rendering.360.autodesk.com/


クラウドレンダリングを活用するヒント

• クラウドの演算能力を使って、高解像度のレンダリングを作成

• レンダリング中にPCが占有されず、他の作業が可能

• 静止イメージ、パノラマ/ステレオパノラマ、ターンテーブル、
日照シミュレーション、照度レンダリング

• 品質/サイズ/種類に応じた、クラウドクレジットを消費

• イメージの露出調整、ダウンロード、共有

• ステレオパノラマは、スマホ+Google Cardboardで閲覧可能

• スマホ用のリンクとQRコードは、[以前のインタフェース]から
作成

• クラウドレンダリングは、AutoCAD, Revit, Navisworks, 
Fusion 360, 3ds Maxから利用可能



ステレオパノラマ サンプル
お手持ちのスマホで試してみてください
1. スマホで下のQRコードを読み取ります

2. 表示されたリンクをブラウザで開きます

3. スマホを横向きにして、Google Cardboardにセットして、
閲覧します

Townhouse by Chakeya Ottley



オートデスク製品のVR機能



Rendering in A360 ステレオパノラマ

Revit

Rendering
in
A360

マイ レンダリング



• 主に自動車業界で利用されるハイエンドビジュアライゼーション

• 内部でForgeサービスを利用するコラボレーション機能
– アバターを介したローカルとリモートでのデザインレビュー

• HTV VIVE用に、VRED内で相互作用を追加

Autodesk VRED

https://knowledge.autodesk.com/support/vred-products/learn-explore/caas/simplecontent/content/adding-interaction-for-vr.html


• 建設プロジェクトにおける技術者および都市計画の専門家に
よるプロジェクト案の作成、評価、プレゼンテーションを支援
するコンセプトデザインツール

• Oculus Riftをサポート

Autodesk InfraWorks



Live Designエコシステム

3ds Max

Revit Live

Revit Live

3ds Max
Interactive



• Revit/Revit LTからワンクリックで、VRデータを作成

Autodesk Revit Live 2.0

HTC VIVE等で表示

.lvsc ファイル

Autodesk Live
.lvsc ファイル

.zipファイルがパブリッシュされ、
解凍後、.exeを実行して表示

（ビューア不要）



• Forge Viewer バージョン2.12以降で、WebVRをサポート

• Viewerに’Autodesk.Viewing.WebVR’ Extensionをロードする
ことで、VR機能を追加

• スマートフォン（Google Cardboard）をサポート
– Oculus RiftやHTC Viveは未対応

– Windows PCのWebブラウザでは、VRボタンは表示されません

• ‘webVR_orbitModel’フラグで、3Dモデルの
オービット(回転)処理を追加

• サンプルサイト
• https://autodesk-forge.github.io/?ARVR

• http://lmv.ninja

• http://vrok.it

Forge ViewerのVR対応

https://autodesk-forge.github.io/?ARVR
http://lmv.ninja/
http://vrok.it/


ForgeとMicrosoft HoloLens等



• Design Night用に作成

• Fusion 360で作成された既存のUnityモデルを活用

• ソースコード

デモ: Dancing Robot

https://github.com/KeanW/Dancing-Robot


• AR/VRコンテンツ提供実験

• UWP / Unity3d
– FBXかglTF形式に書き出し

– Prism/Proteinマテリアルのサポート

– メタデータ/プロパティのサポート

– 尺度、位置、分解等

• ソースコード

• FITC AMXデモ

• チャレンジ
– ポリゴンの簡素化/最適化

– マテリアルのサポート

デモ: Forge->HoloLens

https://github.com/cyrillef/ForgeArVr
https://youtu.be/3_zwerE90eo


• http://www.revitholoview.com/

BIM Holoview社 BIM Holoview
Revit/Navisworksモデルを数クリックでHoloLensへ

http://www.revitholoview.com/


複数の写真から3Dデータを
生成するには？



ReCap Photoを活用

• ReCap Proに同梱

• 作成結果の確認は、
https://recap360.autodesk.com

• 作成データのダウンロードは、ReCap Photoまたは、
https://recap360.autodesk.com から

https://recap360.autodesk.com/
https://recap360.autodesk.com/


ReCap Photoを活用するヒント

• 写真からオルソ画像/3D点群/3Dメッシュを作成

• ドローン/UAVのワークフローに対応

• 写真からデータを作成する際には、クラウドクレジットを消費
– 1～300枚: 12クラウドクレジット

– 301～700枚: 30クラウドクレジット

– 701～1000枚: 55クラウドクレジット

• Web版（https://recap360.autodesk.com ）
– テクスチャつきの3Dメッシュの軽量バージョンの表示

– 他のメンバーと共有

• デスクトップ版
– メッシュの問題を診断、クリーンアップ、修正

– イメージ/ビデオ書き出し、各種ファイル形式でモデル書き出し

– 距離の計測、メッシュレポート、2つのモデル比較

https://recap360.autodesk.com/


おまけ

• AutoCADをさらに使いこなす便利な機能やヒントを紹介する
Webセミナー「AutoCADスキルアップシリーズ」を定期的に
開催中

• AutoCAD&LTメール配信で開催、参加登録のご案内

• 録画はYouTubeのプレイリストで視聴可能

https://www.youtube.com/playlist?list=PL6CY6-Rw58S-JiRxPaV0j6eJ4AlwyBZEQ


Q&A


